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ご あ い さ つ 

 

 「第３２回宇宙技術および科学の国際シンポジウム

（ＩＳＴＳ）福井大会」は、第９回超小型衛星シンポ

ジウムと合同で、令和元年６月１５日（土）～２１日

（金）にハピリンおよびアオッサで開催され、世界２

５か国から１，０７１名の宇宙に関する研究者・技術

者が集まり、研究発表などを行いました。 

 また、ＩＳＴＳ福井大会に合わせて６月１５日（土）、

１６日（日）の２日間にわたり、県民向けに開催した

「宇宙フェス in福井」では、古川聡宇宙飛行士講演会

や中・高校生による研究成果発表など宇宙関連の講演

や展示、イベントに、約３，２００名ものご来場をいただき、大盛況の内に大会を終

えることができました。 

 地元事業実行委員会ではＩＳＴＳの機運を盛り上げるため、開催の前年度（平成 30

年度）から、県内で様々な事前イベントを行いました。特に、将来宇宙分野で活躍す

る人材を育成するため、地元の小・中学生を対象として、ＮＡＳＡやＪＡＸＡなど国

内外の宇宙関連施設への派遣や、学校への宇宙教育出前講座を実施するなど、子ども

達に最先端の宇宙科学に触れるイベントを多数企画しました。 

 福井県では、県内の高度なものづくり技術を活かした新しい産業を創出するため、

大きな発展が期待される宇宙産業に着目し、超小型人工衛星の製造と衛星データを活

用したソフト開発を柱に、宇宙産業の創出を目指す「県民衛星プロジェクト」を推進

しており、来年度には県内企業が主体となって製造している「県民衛星」の打ち上げ

が予定されております。 

この「県民衛星プロジェクト」については、開催自治体として初めてオーガナイズ

ドセッションに参加し、国内外の研究者の方々にアピールすることができました。 

また、ＩＳＴＳ福井大会の開催により、将来を担う子ども達をはじめ多くの県民が

宇宙への関心を高めることができました。今後も関係機関が連携しながら宇宙ビジネ

スの拡大や人材育成を進め、宇宙産業の拠点化を目指していきたいと考えております。 

 最後になりましたが、ＩＳＴＳ福井大会地元事業の開催にあたりまして、関係各位

に多大なご理解とご協力を賜りましたことを深く感謝いたします。 

 

 

第 32回ＩＳＴＳ福井大会 

地元事業実行委員会  

会長  国久 敏弘 
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事 業 概 要 

 

 

第３２回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ISTS）福井

大会の開催に伴い、地元では、福井県、福井市をはじめ、産学官

で構成される第３２回宇宙技術および科学の国際シンポジウム

（ISTS）福井大会地元事業実行委員会を組織した。 

実行委員会では、ＩＳＴＳへの機運を盛り上げるため、大会前

年度より、ふくい中学生海外派遣交流団など様々な事業を実施し

てきた。  

大会期間中は「宇宙フェス inふくい」を開催し、古川聡宇宙飛

行士講演会やＮＡＳＡに派遣された中学生の成果発表会、ジュニ

アＩＳＴＳなど様々なイベントを実施した。 

また、関連イベントとして実施した歓迎レセプションや文化イ

ベント（Cultural Night）、エクスカーションなど、県内の観光地

や文化、伝統工芸、優れた技術を有する企業など地元福井の良さ

を体感していただく機会も提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福井県民衛星（イメージ） 
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Joint Symposium 32nd ISTS ＆ 9th NSAT 

日 時：令和元年６月 15 日（土）～２１日（金） 

場 所：ハピリン、アオッサ 

主 催：第 32 回 ISTS組織委員会 

    一般社団法人 日本航空宇宙学会 

共 催：第 9 回超小型衛星シンポジウム組織委員会 

 特別協力：福井県、福井市 

  概 要： 宇宙技術および科学の発展、次世代を担う人材育成に貢献することを目的として実

施する国内最大規模の宇宙科学分野の国際会議であり、国内外の多くの宇宙関係の研

究者、技術者、その他関係者が一堂に会し、研究発表および討論を実施した。 

また、福井県民衛星技術研究組合が、開催地として初めてオーガナイズドセッションに

参加し、「県民衛星プロジェクト」について発表した。 

 参加者：1,071 名 

 

 

国際宇宙展示会 

日 時：令和元年 6 月 15 日（土）～19 日（水） 

場 所：アオッサ 

主 催：第 32 回ＩＳＴＳ展示委員会 

内 容：地元企業や宇宙関係大手企業、外国企業、団体等による最新技術や製品等の展示会 

出展者： 

 ○ＪＡＸＡ展示（国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）） 

  

 

オープニングセレモニー(1) オープニングセレモニー(2) 特別セッション 

オーガナイズドセッションでの 

「県民衛星プロジェクト」発表 

クロージングセレモニー 表彰式 
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○企業展示 

  ・株式会社ＩＨＩ、株式会社ＩＨＩエアロスペース 

  ・三菱重工業株式会社 

  ・三菱電機株式会社 

  ・日本電気株式会社 

  ・大陽日酸株式会社 

  ・北海道宇宙科学技術創成センター、北海道スペースポート研究会、大樹町 

  ・室蘭工業大学 航空宇宙機システム研究センター 

  ・富士通株式会社 

  ・Ｇｏｍｓｐａｃｅ 

  ・日本ナショナルインスツルメンツ 

・NewSpace Systems ＆ CubeSpace 

  ・川崎重工業株式会社 

  ・大分県 

 ○福井展示エリア 

  ・福井県民衛星技術研究組合 

組合企業：㈱アクセルスペース、鯖江精機㈱、セーレン㈱、タイヨー電子㈱、 

       ㈱ナカテック、㈱ネスティ、春江電子㈱、福井システムズ㈱、福井ネット㈱、 

     富士通㈱、山田技研㈱ 

その他：クラレファスニング㈱、サカセ・アドテック㈱、トーヨーマシックス㈱、 

ヤマウチマテックス㈱、若狭高等学校 

  ・福井工業大学“ふくい PHOENIX プロジェクト” 

  ・株式会社 B Ink 

  ・山田技研株式会社 

  ・福井県工業技術センター 

 ○パネル展示 

  ・シリコンセンシングシステムズジャパン 

  ・宇宙建築の会 

・新報国製鉄株式会社 

福井県民衛星技術研究組合(1) 福井県民衛星技術研究組合(2) 

㈱ＢＩｎｋ 

福井工業大学 

山田技研㈱ 福井県工業技術センター 
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地元事業 

（宇宙フェス in ふくい） 
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オープニングセレモニー 

日 時：令和元年６月 15 日（土） 10：00～10：30 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

次 第：開会あいさつ 福井県知事 杉本 達治  

            福井市長  東村 新一  

    来賓あいさつ 第 32 回 ISTS 組織委員長 森田 泰弘 氏 

    開 会 宣 言 ＮＡＳＡ派遣事業に参加した中学生による開会宣言 

    アトラクション 北陸高校吹奏楽部による吹奏楽演奏 

    国際宇宙展示会紹介 ＪＡＸＡ 広報部長 鈴木 明子 氏 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森田 泰弘 第 32 回 ISTS組織委員長  

杉本 達治 福井県知事 東村 新一 福井市長 

開会宣言 

鈴木 明子 ＪＡＸＡ広報部長 北陸高校吹奏楽部による演奏 
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サイエンスショー 

日 時：令和元年６月 15 日（土） 11：00～ 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

概 要：子ども達の科学に対する関心を高めることを目的として実施。 

水素を燃料とした「空き缶ロケット」や、アルコールを燃料とした「ＰＥＴボトルロ 

    ケット」の実演等により、子ども達に科学を身近に感じてもらう体験を提供できた。 

参加者：130名 

講 師：福井県児童科学館・エンゼルランド 

    中川 眞 氏、青山 悠奈 氏 

 

 

 

 

県民衛星プロジェクト紹介 

日 時：令和元年６月 15 日（土） 12：00～ 

        ６月 16 日（日） 12：00～ 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

概 要：県内企業が主体となって製造している「県民衛星」の打ち上げを来年度に控え、 

県内の機運醸成することを目的に、「県民衛星プロジェクト」について発表。 

超小型人工衛星の製造や衛星データを活用したソフト開発などの取り組みについて

説明した。 

参加者：107名（15日：57 名、16日：50 名） 

発表者：福井県産業労働部新産業創出課  村田 大志 
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ふくい中学生海外派遣交流団参加学生の成果発表会 

日 時：令和元年６月 15 日（土） 13：00～ 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

概 要：ＮＡＳＡ等宇宙関連施設に派遣された県内中高校生の研修成果発表会。 

生徒からは「人工衛星を作りたいという気持ちが強まった」「宇宙飛行士になるとい

う夢をかなえるために努力したい」などの報告があり、宇宙科学技術への関心を高め、

次世代の人材を育成するという事業目的につながるものとなった。  

 司 会：サイエンスライター 林 公代 氏 

参加者：153名 

 

武生高校 1年 角井 健悟さん 武生高校 1年 下南 寿々野さん 高志高校 1年 坂田 朝陽さん 

坂井中学校 3年 宮川 実葵さん 仁愛女子高校 1年 西川 涼子さん 高志中学校 2年 伊藤 優実さん 

高志中学校 3年 林 真央さん 大飯中学校 3年 岩山 愛生さん 福井大学教育学部附属義務教育学校  

8年 和田 涼花さん 

鯖江中学校 2年 鈴木 花奏さん サイエンスライター 林 公代 氏 
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宇宙科学バスツアー参加小中学生の体験発表会 

日 時：令和元年６月 15 日（土） 14：15～ 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

概 要：ＪＡＸＡ筑波宇宙センター、日本科学未来館を見学した小中学生の体験発表会。 

    生徒達は宇宙開発など研修で学んだことを発表、「月や火星を目指す計画にわくわく 

した」「夢は宇宙飛行士になって宇宙人に会うこと」など将来の夢を発表した。 

 司 会：サイエンスライター 林 公代 氏 

参加者：79名 

 

 

 

昼食懇談会 

日 時：令和元年６月 15 日（土） 12：00～ 

場 所：ハピリン（リハーサル室） 

概 要：ＮＡＳＡ、ＪＡＸＡ成果発表会参加生徒とＪＡＸＡや国立天文台の専門家との昼食懇 

談会。子ども達は自分の夢や疑問、ＮＡＳＡやＪＡＸＡに行って感じたことなどを発 

表し、専門家から宇宙に関する話やアドバイスをもらった。 
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宇宙トークショー 

日 時：令和元年６月 15 日（土） 15：00～ 

        ６月 16 日（日） 11：00～ 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

概 要：県民の宇宙に対する関心を高めるため、ＪＡＸＡ職員による宇宙に関する講演会を実 

施。15 日ははやぶさ２の運用状況やミッション内容に関して、１６日は月面探査・ 

宇宙探査について講演。特に、はやぶさ２に関してはタイムリーな話題でもあり、多

くの県民が参加した。 

参加者：285名（15日：163 名、16日：122 名） 

講 師：ＪＡＸＡ 宇宙科学研究所 川口 淳一郎 氏（15 日） 

ＪＡＸＡ 国際宇宙探査センター 佐々木 宏 氏（16 日） 

    ＪＡＸＡ 宇宙科学研究所 坂井 真一郎 氏（16 日） 

司 会：ＪＡＸＡ 舘 和夫 氏（15、16日） 

 

 

宇宙グッズプレゼント抽選会 

日 時：令和元年６月 15 日（土） 16：00～ 

        ６月 16 日（日） 15：45～ 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

概 要：来場者を対象に、プレゼント抽選会を実施。15 日は県・市のキャラクターである「は 

ぴりゅう」と「ゆめまる」が、16 日は古川聡宇宙飛行士が抽選を行い、当選者には、 

Ｈ-ⅡBロケットのフィギュアやはやぶさ２木製キットなど、宇宙に関する景品を贈 

呈した。 

 

 

川口氏による講演 ＪＡＸＡ 舘氏、川口氏 左から 舘氏、坂井氏、佐々木氏 
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ジュニアＩＳＴＳ 
日 時：令和元年６月 15 日（土） 13：00～ 

場 所：アオッサ（県民ホール） 

概 要：県内中高校、工業高等専門学７校９チームによる宇宙に関する研究成果の発表会。 

    発表に対して、ＪＡＸＡや国立天文台の講師が講評、発表会終了後には、講師との座 

談会も実施。 

生徒からは、講師から研究に対するアドバイスをもらい、「高い評価をもらえてうれ 

しい」「この経験を今後の研究につなげていきたい」などの意見があった。 

参加者：８７名 

発表者、チーム名、発表テーマ： 

藤島高等学校 藤島高校研究ⅡＳ物理 「気流を可視化する」 

    武生高等学校 ＵＮＶＥＲＳＥ ＣＨＩＡＫＩ 「変光星が奏でる音楽」 

    武生高等学校 ｔａｋａｈｉｒｏ 零零三 「グラフから見るクレーター形成」 

    若狭高等学校 チーム鯖缶 「鯖街道伸ばせ！～国際宇宙ステーション～ 

鯖缶宇宙日本食認証への研究～」 

    若狭高等学校 エリンギ 「立体紙飛行機の製作と評価」 

    仁愛女子高等学校 グローバル・サイエンスコース 「スペースバルーン」 

    福井工業高等専門学校 福井高専ＭＥＲＯＳ 「小型人工衛星の陸路走行による帰還及び、 

情報収集」 

    高志高等学校 高志高等学校ＪＰＣＺ 「初積雪予測の研究」 

    高志高等学校・高志中学校 サイエンス部  「模擬人工衛星の挙動制御と構造的工夫」 

講 師：第３２回ＩＳＴＳ福井大会組織委員会 委員長 森田 泰弘 氏 

    国立自然科学研究機構 国立天文台 天文情報センター 室長 山岡 均 氏 

    ＪＡＸＡ国際宇宙探査センター 主任研究開発員 戸梶 歩 氏 

    ＪＡＸＡ宇宙教育推進室 計画マネージャー 渡戸 満 氏 

    ＪＡＸＡ宇宙教育センター 参事 桜庭 望 氏 

    ＪＡＸＡ宇宙教育推進室 主任 鈴木 圭子 氏 

 

藤島高等学校 武生高等学校（1）  武生高等学校（2） 

 

若狭高等学校（1） 若狭高等学校（2） 仁愛女子高等学校 
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親子参加型ワークショップ 

日 時：令和元年６月 15 日（土）16日（日） 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

内 容：宇宙飛行士訓練体験、ストローロケット作成、傘袋ロケット作成 

参加者：約 300 名 

 

体験コーナー 

日 時：令和元年６月 15 日（土）16日（日） 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

内 容：月面探査ミッションＶＲ体験 

    はやぶさシミュレータ 

参加者：632名 

福井工業高等専門学校 高志高等学校 高志中学校、高志高等学校 

座談会の様子（1） 座談会の様子（2） 座談会の様子（3） 
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古川聡宇宙飛行士講演会 

日 時：令和元年６月 16 日（日） 14：00～ 

場 所：アオッサ（県民ホール） 

    ハピテラス（パブリックビューイング） 

    原子力の科学館あっとほうむ（パブリックビューイング） 

概 要：宇宙飛行士古川聡氏による講演会。古川氏からは、国際宇宙ステーション滞在時の無 

重力体験や、宇宙飛行士になるために必要なことなどが語られた。また、質疑コーナ 

ーが設けられ、参加者からは「宇宙で感動した体験は？」など多くの質問が出された。 

参加者：約５００名 

講 師：ＪＡＸＡ宇宙飛行士 古川 聡 氏 「宇宙の今と未来 ～君も宇宙へ行こう～」 
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 宇宙科学バスツアー参加学生 成果報告書（壁新聞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金津東小学校  小林 大悟 啓蒙小学校  上埜 楓歩 

明新小学校  板谷 温人 木田小学校  小谷 季 
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啓蒙小学校  三谷 美桜 吉川小学校  早瀬 賢志 

木田小学校  阿津川 達也 敦賀南小学校  中村 朱里 
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旭小学校  岡部 恭拓 木田小学校  大川 尚人 

朝日小学校  橋本 子龍 河合小学校  高砂 愛衣 
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明新小学校  加藤 慧大 木田小学校  岩城 奏多 

東陽中学校  増永 安莉 鯖江市中央中学校  横田 睦旺 
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灯明寺中学校  前田 桜奈 進明中学校  竹越 翠 

芦原中学校  立田 早悠季 明新小学校  山田 健人 
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気比中学校  中村 穂里 高志中学校  栗原 佑実 

敦賀南小学校  橋本 まどか 明道中学校  青木 唯菜 
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社南小学校  森永 祥生 明倫中学校  小谷 空 

福井大学教育学部附属義務教育学校 

              中野 結心 

中藤小学校  渡邊 暁人 
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明倫中学校  大浦 颯介 

武生南小学校  八木 小羽音 
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明新小学校  岡本 更 

森田小学校  坂本 世哉 
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地元事業 

（関連イベント） 
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歓迎レセプション 

日 時：令和元年６月 1７日（月）19：00～21：00 

場 所：ザ・グランユアーズフクイ 3 階 天山の間 

次 第：オープニングアクト 書家 吉川 壽一 氏 

    主催者挨拶 福井県知事 杉本 達治、福井市長 東村 新一 

    来賓挨拶 第 32 回ＩＳＴＳ組織委員長 森田 泰弘 氏 

    乾杯 福井県議会議長 田中 宏典 氏 

    アトラクション 勝山左義長ばやし 

    中締め 第 32回ＩＳＴＳ地元事業実行委員会 会長 国久 敏弘 

 概 要：書道や勝山左義長ばやしなどの福井の文化、地元の食材を活用した福井の食の 

提供などにより、参加者に福井の魅力をＰＲした。 

参加者：約 400 名 

 

 

 

 

 

 
オープニングアクト（吉川 壽一） 杉本 達治 福井県知事 東村 新一  福井市長 

森田 泰弘 第 32回 ISTS組織委員長 田中 宏典 福井県議会議長 ＩＧＰ表彰式 

地酒の提供 宇宙食として認定されたサバ缶 地元の食材を使ったビュッフェ 

国久 敏弘 地元事業実行委員会会長 アトラクション(勝山左義長ばやし) そば打ち実演 
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エクスカーション 

日 時：令和元年６月 1８日（火）～２１日（金） 

概 要：大会参加者に対して、県内の観光地や伝統工芸体験、企業視察を提供 

参加者：4６名 

     6 月 18 日（火） 一乗谷朝倉氏遺跡、美川酒造 

     6 月 19 日（水） ①セーレンプラネット、越前そば打ち体験 

     6 月 19 日（水） ②シャルマン㈱、越前和紙の里 

     6 月 20 日（木） 人道の港敦賀ムゼウム、赤レンガ倉庫、日本海さかな街、

若狭湾エネルギー研究センター、福井県年縞博物館 

     6 月 21 日（金） ①セーレン㈱、福井県工業技術センター 

     6 月 21 日（金） ②大本山永平寺、福井県恐竜博物館 

 

文化イベント（Cultural Night） 
日 時：令和元年６月 1８日（火）①17：00～18：30、②18：30～20：00 

場 所：名勝 養浩館 

概 要：海外からの参加者に対して、大安寺 副住職 高橋玄峰氏や文房流の協力のもと、座禅 

体験、庭園散策、お茶席体験を通じて日本文化に触れる機会を提供した。 

参加者からは「禅の体験は初めてでよかった」「文化的でとてもよかった」「座禅体験 

がすばらしかった」などの意見があった。 

参加者：５９名 

 

一乗谷朝倉氏遺跡 越前和紙の里 セーレン㈱ 

越前そば打ち体験 美川酒造 若狭湾エネルギー研究センター 

庭園散策 座禅体験 お茶席体験 
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宇宙１日講座 

日 時：令和元年６月 17 日（月）～19 日（水） 

場 所：アオッサ 

概 要：小中高校を対象に宇宙をテーマとした研究者の講演、国際宇宙展示会の見学を実施。 

    参加児童・生徒からは、「宇宙について興味がわいた」、「将来宇宙食を作ってみたい」、 

「ロケットの内部の細かい部品について調べてもわからないことまで知ることが 

できてよかった」、「ブース見学がよかった。県内の企業が宇宙産業に関わっていて 

驚いた」などの感想があった。 

講 師：ＪＡＸＡ 宇宙科学研究所 名誉教授 林 友直 氏 

    ＪＡＸＡ 宇宙教育センター 工学博士 清水 幸夫 氏 

     

 

 

 

 

 

 

林氏による講演 清水氏による講演 ブース見学(福井県民衛星技術研究組合) 

ブース見学(ＪＡＸＡ①) ブース見学(ＪＡＸＡ②) ブース見学(ＪＡＸＡ③) 

ブース見学(ＮＥＣ) ブース見学(三菱重工) ブース見学(ＩＨＩエアロスペース) 
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小学生パラシュート教室（ＩＳＴＳプレイベント） 

日 時：令和元年 6 月 1 日（土）13：00～16：00 

場 所：福井県教育総合研究所 

概 要：ＩＳＴＳ開催直前に県民参加型のイベントを開催し、開催機運の醸成を図ることを目 

的に実施。県内小学生を対象に、コーヒーフィルター等を用いたパラシュート製作教

室を開催した。 

 参加者：40 名 

  

 

 

缶サットイベント（ＩＳＴＳアフターイベント） 

日 時：令和元年 6 月 22 日（土）9：00～17：00 

場 所：福井県教育総合研究所 

概 要：ＩＳＴＳ福井大会に参加した研究者や県内中高生を対象とし、東京大学中須賀真一教

授による講演および缶サット製作等の実施。 

 参加者：76 名 

 

 

 

 

 

中須賀教授による講演 缶サット製作（1） 

缶サット製作（2） 

パラシュート製作(1) パラシュート製作(2) パラシュート投下・コンテスト 
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スペースキッズ結団式 

日 時：令和元年６月 16 日（日） 

場 所：ハピリン（ハピテラス） 

主 催：福井新聞社 

概 要：2020 年の打上げを目指している「県民衛星」の機運醸成および、宇宙分野や科学技 

術に携わる人材育成を目的として展開している「ゆめ・つくる・ふくいプロジェクト」 

の一環として、宇宙や科学のことを学習・体験する「スペースキッズ」3期生の結団 

式をＩＳＴＳ福井大会に合わせて開催。 

 次 第：主催者挨拶      福井新聞社 社長 吉田 真士 氏 

     来賓挨拶       福井県副知事 山田 賢一 氏 

     応援団代表挨拶    福井信用金庫 常務理事 川邊 勝憲 氏 

     来賓紹介 

     ビデオメッセージ   宇宙飛行士 山崎 直子 氏 

     団員代表挨拶 

     認定証進呈 

     宇宙のお仕事トーク  ＪＡＸＡ宇宙教育センター 鈴木 圭子 氏 

      

 

主催者挨拶 福井新聞社 吉田社長 来賓挨拶 福井県 山田副知事 応援団代表挨拶 福井信用金庫 川邊常務理事 

ビデオメッセージ 山崎 直子氏 団員代表挨拶 認定証進呈 

宇宙のお仕事トーク JAXA 鈴木氏 集合写真撮影(1) 集合写真撮影(2) 
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ふくい宇宙アイデアソン 

日 時：令和元年６月 15 日（土） 

場 所：セーレンプラネット 

主 催：福井新聞社 

企画運営：福井工業大学 

概 要：県内高校生や大学生ら 12 チームが出場し、宇宙の「衣」「食」「住」のいずれかのテ 

ーマで宇宙で役立つモノや製品のアイデアを発表。優勝した福井高専Ｂは、「住」を 

テーマに発表。長期間にわたって集団生活するＩＳＳ内で、プライベートな時間を 

過ごしてもらおうと「ちぢまるーむ」と銘打った居住空間を提案した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どこでもプラネタリウム 

日 時：令和元年６月 16 日（日） 

場 所：アオッサ 

主 催：福井新聞社 

概 要：福井大学、仁愛大学、福井高専、高志高校の生徒と福井新聞社の記者が力を合わせて 

作成した移動式プラネタリウムの上映会。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

優勝した福井高専Ｂの皆様 

審査の様子 

参加した生徒皆様 

※画像提供：福井新聞社 
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機運醸成事業 
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宇宙関連企業・施設訪問ツアー 
日 時：平成 30 年 8月 22 日（水）、24 日（金） 

概 要：ＩＳＴＳ福井大会に向けた県民の機運醸成、小中学生の宇宙に対する興味・関心を高

めることを目的とし、小・中学生対象の県内宇宙関連企業・施設訪問ツアーを実施 

訪問先：セーレンプラネット、セーレン株式会社、春江電子株式会社、 

福井工業大学、福井県工業技術センター 

 参加者：５０名 

 

 
 
 
 
 
 

宇宙博 inふくい 
日 時：平成 30 年 10月 25 日（木）、26 日（金） 

場 所：福井県産業会館 

概 要：北陸最大級の技術展示会「テクノフェア 2018」において、県民衛星など企業の技術

力を紹介し、宇宙産業参入促進、県民の意識醸成を図った。 

（県民衛星模型、「はやぶさ２」模型の展示、記念講演会の実施） 

参加者：ブース来場者 約 1,200 名 

    講演会参加者 95 名 

講 師：三菱重工株式会社 森中 昌樹 氏 

「日本の宇宙産業の現状と未来～最前線の現場から見えてくるもの～」 

 

はやぶさ２講演会 
日 時：平成 31 年 3月 16 日（土） 

場 所：福井県工業技術センター 

概 要：県民を対象に、ＪＡＸＡ職員による「はやぶさ２講演会」を実施 

参加者：160名 

講 師： 

ＪＡＸＡ研究開発部 第一研究ユニット 研究開発員 吉川 健人氏 

「はやぶさ２の小惑星探査  

～リュウグウ探査とそのテクノロジー～」 

  

 

 

 

セーレン㈱ 春江電子㈱ 福井工業大学 
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ふくい中学生海外派遣交流団 

派遣期間：平成 31 年 3 月 19日（火）～25 日（月） 

概 要：県内中学生をアメリカの宇宙関連施設等へ派遣。最先端の宇宙科学技術等に触れるこ

とで、国際理解の促進や宇宙科学技術への関心を高め、将来国際的な活動にチャレン

ジし、活躍できる次世代のグローバル人材を養成することを目的に実施。 

主 催：福井県・公益財団法人福井県国際交流協会 

参加者：県内中学生 10名 

 派遣先：アメリカ合衆国フロリダ州・ワシントン D.C. 

訪問・活動内容： 

  平成 31年 3 月 20 日（水） 

    ・Faith Christian Academy（私立学校）訪問 

      現地生徒（小学生）との交流（福井県・日本の遊び紹介、自由会話）、学校見学 

    ・Space Museum（宇宙科学関連施設）訪問 

      宇宙科学ワークショップ（ロケット発射時の汚水の浄化装置について）、施設見学 

    ・Space Life Science Laboratory（宇宙科学関連施設）訪問 

      宇宙関連企業および大学研究施設見学、ＮＡＳＡ職員によるプレゼンテーション、 

      Space Florida 社 フランク ディベロＣＥＯからの挨拶・談話 

    ・ＮＡＳＡ職員との懇談・会食 

      ＮＡＳＡ職員による談話（経歴・仕事内容など）、ＮＡＳＡ職員への質問・回答 

   平成 31 年 3月 21 日（木） 

    ・タイタスビル市（自治体）表敬訪問 

      福井県産業労働部長親書紹介、タイタスビルの紹介／質問・回答 

    ・ケネディ宇宙センター（宇宙科学関連施設）訪問 

      宇宙に関する講座（NASA  EXPLORATION  STATION） 

      シャトル組立工場、発射台、スペースシャトル等見学・解説 

    ・元宇宙飛行士との懇談・会食 

      元宇宙飛行士（ウィストン Ｅ スコット氏、ジョン A マクブライト氏）による談話、 

      元宇宙飛行士への質問・回答 

   平成 31 年 3月 22 日（金） 

    ・在アメリカ合衆国日本国大使館訪問 

      日本国大使館職員への質問・回答、日本国大使館の役割説明 

    ・ＪＡＸＡワシントンオフィス訪問 

      ＪＡＸＡ職員への質問・回答、ＪＡＸＡワシントンオフィスの役割説明 

  平成 31年 3 月 23 日（土） 

   ・スティーブン・Ｆ・ウドバー・ハジー・センター（航空宇宙博物館別館）見学 

   ・航空宇宙博物館本館見学 

   ・自然史博物館見学 

   ・首都モール地区見学 
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Faith Christian Academy Space Museum 
フロリダ大学 

NASA職員との懇談 タイタスビル市表敬訪問 ケネディー宇宙センター訪問 

スペースシャトル アトランティス オリオン宇宙船 アポロ サターンＶロケット 

元宇宙飛行士との懇談・会食 日本国大使館 訪問 JAXAワシントンオフィス 訪問 

航空宇宙博物館本館 見学 自然史博物館 見学 国会議事堂 見学 
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宇宙科学バスツアー 

日 時：平成 31 年 3月 25 日（月）、26 日（火） 

概 要：県内の小中学生が日本科学未来館・ＪＡＸＡを見学 

参加者：３９名（小学 5 年生～中学 2 年生） 

 訪問・活動内容： 

   平成 31 年 3月 25 日（月） 

    ・日本科学未来館 

      毛利衛館長との面会、常設展・企画展の見学 

   平成 31 年 3月 26 日（火） 

    ・ＪＡＸＡ筑波宇宙センター着 

      見学バスツアー、福井出身ＪＡＸＡ職員の講演（鉱崎 誠哉 氏） 

      スペースドーム見学 

 

 

 

 

毛利衛氏に面会（1） 毛利衛氏に面会（2） 日本科学未来館見学（1） 

日本科学未来館見学（2） ＪＡＸＡ見学（1） ＪＡＸＡ見学（2） 

福井県出身ＪＡＸＡ職員の講演 ＪＡＸＡ見学（3） 記念撮影 
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宇宙教育講演会 

日 時：平成 30 年 6月～12 月 

概 要：県内の小中学生を対象に、ＪＡＸＡ職員等による宇宙・科学に関する講演会を開催 

    ・平成 30年 6 月 23 日（土） 越前市文化センター 

      講 師：（財）日本宇宙フォーラム 常務理事 吉村 善範 氏 

      参加者：211 名 

    ・平成 30年 6 月 24 日（日） 多田記念大野有終会館「結とぴあ」 

      講 師：（財）日本宇宙フォーラム 常務理事 吉村 善範 氏 

      参加者：95 名 

    ・平成 30年 8 月 25 日（土） サンドーム福井 

      講 師：ＪＡＸＡ 第一宇宙技術部門 地球観測研究センター 主事 鉱崎 誠哉 氏 

      参加者：70 名 

    ・平成 30年 12 月 8 日（土） みくに未来ホール 

      講 師：内閣府 宇宙開発戦略推進本部 技術参与 三輪田 真 氏 

      参加者：42 名 

    ・平成 31年 12 月 15 日（土） パレア若狭 

      講 師：ＪＡＸＡ 第一宇宙技術部門 地球観測研究センター 主事 鉱崎 誠哉 氏 

      参加者：80 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇宙教育出前講座・課題研究 

概 要：県内のＳＳＨ指定校において、ＪＡＸＡ職員等による出前講座を実施。また、県内 6

校で宇宙関係の課題研究を実施（ジュニアＩＳＴＳにて成果発表） 

実施学校： 

・藤島高等学校  ＪＡＸＡ宇宙科学研究所 教授 佐藤 毅彦 氏 

・高志高等学校  ＪＡＸＡ宇宙教育センター 特任担当役 清水 幸夫 氏 

・武生高等学校  神戸大学理学研究科・惑星学専攻・基礎惑星学講座 准教授 

                             中村 昭子 氏 

         国立天文台 天文情報センター 山岡 均 氏 

・若狭高等学校  ＪＡＸＡ航空技術部門 次世代イノベーションハブ 研究開発員 

                             久保 大輔 氏  
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研究者に学ぶ宇宙講座 

日 時：平成 30 年 7月 21 日（土）、22 日（日）、28 日（土） 

場 所：福井県教育総合研究所 

概 要：東京大学教授および教育総合研究所職員を講師とした缶サット教室と缶サット大会、 

    ＪＡＸＡ職員による親子宇宙教室を開催 

 

（缶サット教室） 

 日 時：平成 30年 7 月 21 日（土）、22日（日）、28日（土） 

 場 所：福井県教育研究所 

 講 師：東京大学大学院工学系研究科航空宇宙工学専攻 

 教授 中須賀 真一 氏 

 参加者：35 名（中・高校生） 

 

（親子宇宙教室） 

 日 時：平成 30年 7 月 22 日（日） 

 場 所：福井県教育研究所 

 講 師：ＪＡＸＡ 宇宙教育センター 俣野 綾子 氏 

参加者：59名（小学校高学年） 

 

 

 

 

 
   

缶サット教室(1) 缶サット教室(2) 缶サット教室(3) 

親子宇宙教室(1) 親子宇宙教室(2) 親子宇宙教室(3) 
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こども宇宙博２０１８ 

日 時：平成 30 年 7月 21 日（土）～９月２日（日） 

場 所：福井県児童科学館（エンゼルランドふくい） 

主 催：福井県児童科学館【指定管理者：（福）ふくい福祉事業団】 

後 援：福井県、福井県教育委員会、福井新聞社、ＮＨＫ福井放送局、ＦＢＣ福井放送、 

    福井テレビ、ＦＭ福井、福井ケーブルテレビ、さかいケーブルテレビ 

協 力：宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）、（一財）日本宇宙フォーラム、 

㈱アクセルスペース、㈱キュアテックス、㈱ネスティ、清川メッキ工業㈱、 

クラレファスニング㈱、サカセ・アドテック㈱、セーレン㈱、トーヨーマシックス㈱、 

春江電子㈱、ヤマウチマテックス㈱、山田技研㈱、若狭高等学校、 

福井工業大学ふくいＰＨＯＥＮＩＸプロジェクト 

概 要：次世代を担う青少年の将来の夢と希望を育み、県民に宇宙や科学に親しむ機会を提供 

することを目的として実施。 

ロケットや人工衛星等の模型を展示・解説する他、県民衛星や県内の宇宙関連技術の 

紹介、宇宙や科学に関する工作や体験などのワークショップを開催。 

 参加者：入館者数 93,618 名 

     特別講演会  181 名（講師：ＪＡＸＡ名誉教授 的川 泰宣 氏） 
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スペースキッズ 

主 催：福井新聞社 

概 要：県民衛星の打上げに向けた機運醸成および、宇宙分野や科学技術に携わる人材育成を 

目的として、平成 29 年度から実施。初年度に引き続き、宇宙飛行士の山崎直子氏も 

サポーターとして応援。 

対 象：県内小学５・６年生 100 人 

    活動内容 

・平成 30 年 5 月 13日   結団式 

・平成 30 年 6 月 30日   パラシュートコンテスト（福井県教育総合研究所） 

・平成 30 年 8 月 3 日、4 日  星空キャンプ（福井県立奥越青少年自然の家） 

・平成 30 年 8 月 22日、24 日 宇宙関連企業・施設訪問ツアー 

・平成 30 年 11月 18日   プログラミング教室  

・平成 31 年 2 月 23日   どこでもプラネットお披露目、解団式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

星空キャンプ(1) 星空キャンプ(2) 

パラシュートコンテスト(1) パラシュートコンテスト(2) 

プログラミング教室 (1) プログラミング教室 (2) 

結団式 
※画像提供：福井新聞社 
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「ここからスタート！宇宙への道のり」 

越前市万葉中学校３年 角井 健悟 
 （学校・学年は派遣当時） 

  

 今回、ISTS機運醸成青少年海外派遣交流事業と

して、アメリカの宇宙関連施設等を訪れることが

でき、自分の将来の夢である宇宙飛行士に向けて

1歩、2歩、3歩、進むことができたと強く実感し

ている。このレポートでは、特に印象に残った、

Space Life Science Laboratory の見学とケネデ

ィ宇宙センターの見学、元宇宙飛行士ウィンスト

ン・E・スコットさんとの会食、在アメリカ合衆国

日本国大使館訪問の 4 つの経験について書こうと

思う。 

 まず、Space Life Science Laboratory（ISSでの実験をサポートする施設）では、夢を

かなえる時も、それ以外のことをする時でも、どんなことがあっても情熱をもって取り組む

ことが大切であるという話が一番印象に残った。僕が、この施設の方に「宇宙飛行士になる

ためには、何が一番必要だと思いますか？」と尋ねたところ、「情熱です。」という答えが返

ってきたのである。情熱という答えは、意外であったために、少し驚いたが、よく考えて見

ると、宇宙飛行士になるために必要な勉強や運動は、決して簡単なものではない。情熱や熱

意がないと途中で諦めてしまうようなほど難しいものだ。それまで僕は、コミュニケーショ

ン能力が一番大事だと思っていたが、このコミュニケーションも「ミッションを必ず成功さ

せたい。」や「少しでも、人類に貢献できるような成果を出したい。」という熱い情熱の次に

あるもので、成功させるために仲間との円滑なコミュニケーションを大切にしよう、と考え

たうえで大切になってくる能力である。 

この情熱が多額の予算をかけても宇宙という未知の世界に挑戦するきっかけになってい

ると考えた。僕自身も勉強や運動を自分の夢をかなえるためと意味づけし、情熱をもって取

り組んでいきたい。 

 ケネディ宇宙センターでは、「スペースシャトルの事故のように宇宙開発は、危険と隣り

合わせだが、宇宙開発の目的である人間の探究心に従って進めていく努力と苦労がとても

大切である」ということが心に残った。宇宙開発は決して簡単ではない、そう強く思ったの

が、ケネディ宇宙センターで 2週間前から始まった特別展「Forever Remembered」を見た時

だった。そこには、スペースシャトル/チャレンジャー号とコロンビア号の残骸やクルーの

遺品が展示されていた。想像以上のありさまにとても心が痛み、宇宙開発の恐ろしさを改め

て痛感した。 

しかし、「宇宙の謎を知りたい。宇宙に人を送って、将来、気軽に宇宙に行くことができ

るような時代にしたい。」という開発者たちの探究心や情熱があって、悲惨な事故を乗り越

え、現在の月や火星に向けての宇宙開発がされていることの素晴らしさや携わっている

方々の苦労や努力、そして情熱が身に染みるように分かった。僕自身もどんなにつらいこと

があってもそれを乗り越えて、挑戦していきたい、そう強く思った。 

 そして、元宇宙飛行士であるウィンストン・E・スコットさんとの会食という僕にとって

夢のような経験もさせていただいた。ウィンストン・E・スコットさんは、日本ともかかわ

りの強い人であると思った。なぜなら、2度のスペースシャトル搭乗では、若田さんや土井

さんといった日本人宇宙飛行士たちと共に宇宙に向かい、共に作業したからだ。会食では、

【元宇宙飛行士 ウィンストン E スコット氏と記念撮影】 
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わずかな時間であったにも関わらず、ご自身がトランペットを吹いているバンドのコンサ

ートが翌日にあるという話から、宇宙に行って無重力を体感した時の感想など幅広く話し

てくださった。特に、宇宙から地球を見た時の感動や、オーロラの中を通過した時の美しさ

については、本などで読むよりも感動が伝わってきて、思わず鳥肌が立ったくらいだ。また、

スコットさんにも、宇宙飛行士になるための助言を尋ねた。「教育」という答えが返ってき

て、改めて勉学の必要性を実感した。さらに幸運は続いた。実は、スコットさんは今回の会

食に少し遅れてしまった。そこで、現地でサポートしてくださった、黒田さんという方が、

知り合いであるジョンさんという元宇宙飛行士の方を呼んでくださり、結果的にスコット

さんとジョンさん、2 名の元宇宙飛行士の方と会うことができたのだ。本当に忘れられない

経験ができたと思う。 

 最後に、ワシントン D.C.での在アメリカ日本国大使館訪問について書こうと思う。今回、

日本大使館の鈴木さんという方にお話を伺った。実は、鈴木さんの奥さんが、福井出身だと

いうので少し驚いた。鈴木さん自身は、5年前に外務省に入省し、2年間北米に滞在し、2年

間アメリカの大学で学び、そして去年からこの在アメリカ日本国大使館に勤務していると

のことである。 

この訪問で、一番心に残った言葉は、「自分に与えられたチャンスは、最大限に発揮しな

いといけないこと」。これは、僕の質問への回答である。「昨日、僕たちはケネディ宇宙セン

ターに行ってきたのですが、街では、決して裕福とは言えない方が、自分たちの生活のため

に行動していました。このワシントン D.C.もとても発展していますが、その近くには、ス

ラム街もあり、恵まれない方が大勢います。僕たちは、多額のお金を払っていただいてこの

研修に参加させていただいているわけですが、今この瞬間にも銃をもって戦ったり、苦しみ

ながら生きたりしている子供たちが世界中にはたくさんいます。そんな人もいる中で、僕た

ちは、どう行動すればいいと思いますか？」 

正直、このことは、前々から考えていたことなのだが、回答に困られるという反応を恐れ

て、なかなか大人に尋ねることができなかった。しかし、今回は、それまでの対談から、し

っかりと回答してくれると思い、勇気を出して聞いてみた。そして、この質問を受け入れて

くれたうえで、「今の自分たちは、どうにもすることができない。もちろん寄付などをする

ことができると思うが、僕はそういうことではなく、今、自分に与えられているチャンスや

期待を最大限に活かすべきだと思う。それが、将来、そういった人を救うことにつながる。」

と回答してくれた。僕の疑問を本当に解決してくれた回答だった。僕自身、とても恵まれて

いて何一つ不自由のない暮らしを送っている。普段は、周りの人と同じような生活をしてい

るのでなかなか気づかないが、今回の研修を通して、本当に恵まれていることを実感した。

この環境をもっともっと活かしていかないといけない、そういった責任感を感じた。この責

任感をこれから常に頭の中に入れ、チャンスを最大限に活用するようにしていきたい。そん

な、僕を覚感させるような回答をしてくれた鈴木さんのやりがいは、「newsの中心、つまり

政治の中心にいる感じを味わえること」で、本当に世界の中心（アメリカ）の中心（ワシン

トン D.C.）で活躍する人だと感じた。 

このほかにも、宇宙開発にもかかわってくるアメリカの今後の政治情勢や日本人とアメ

リカ人との大きな違いについてもお話を伺った。どれも興味深い内容だった。 

 結びに、この研修を通して、自分が得たこととこれからの生活に活かすことをまとめよう

と思う。まず、宇宙飛行士になるためには、「情熱」と「教育（知識・経験）」が必要である

こと。これは、これから始まっていく高校生活およびそこから宇宙飛行士になるまでの道の

りに活かしていきたい。次に、宇宙開発の目的は、人間の源にある「探究心」であり、それ

を追い求める情熱が、宇宙開発に携わる人にとってモットーであり、宇宙飛行士にも大切で

あることが分かった。探究心や好奇心は、夢をかなえるとき以外にも大切になると思う。い

ろいろなことに興味をもって、そこに向かってとことん詰めていけるように、学習や研究、
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生活をしていきたいと思っている。そして、「自分に与えられたチャンスや恵まれた環境を

最大限に活かしていくこと」は、乗り越えられそうにない壁にぶつかった時や自分に負けそ

うなときに心の中で復唱し、自分にできる最大限のことをしていきたい。 

 宇宙飛行士になることは容易なことではないと思うが、この研修で学んだことを活かし

て夢を実現したいと思う。 

 そして、ISTS 機運醸成青少年海外派遣交流を企画してくださった方々や、支えてくださ

った数多くの方々に感謝いたします。本当にありがとうございました。 
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「新しい発見と夢への加速」 

福井県立高志中学校３年 坂田 朝陽 
 （学校・学年は派遣当時） 

 

1 はじめに 

今回の研修には、アメリカの最先端の宇宙開発

施設を見学することで自分の夢である「人工衛星

をつくり、人々の生活を宇宙から支える」を具体

化し、アメリカの本場の英語に触れることで自分

の英語力を上げるために応募した。訪問先の施設

で得られる経験をとても楽しみにしていたが、研

修そのものが非常に貴重な経験となった。この研

修で新しく発見したもの、そして将来に活きる経

験がとても多かったので、このようなテーマ設定 

をし、研修のなかで特に印象に残ったものについ 

て取り上げる。 

2 ケネディ宇宙センター 

 何より強く印象に残ったのはケネディ宇宙センターだった。バスツアーにて民間企業の

工場や組み立て施設、ＮＡＳＡが進めている火星探査用ロケット組み立て工場などの開発

施設を間近で見ることができた。小さい頃に本や漫画で見たフィクションが実際に目の前

で実現されていることにとても興奮し、自分も加わりたいという気持ちが一層強くなった。

ニュースなどで見るより迫力が桁違いに大きかった。アポロ計画に使われたサターンロケ

ットが展示されている施設では、ＮＡＳＡでエンジニアとして働いていた Roi Whitson さ

んに自分の英語で質問することができた。原稿なしでネイティブスピーカーの人と会話す

ることはあまりなくとても緊張したが、私の「エンジニアになるために一番必要なものはな

んですか」という質問に、Roiさんは「数学と物理。宇宙関連で働くものはこれらのエキス

パートにならなければならない」と答えてくれた。自分の英語力で自分の将来について Q&A

が出来てとてもうれしかった。この施設での見聞と経験は研修の中で最も大きかった。 

3 ＪＡＸＡワシントンオフィス 

 ＪＡＸＡオフィスでは、補助ブースターを実際に作っていたエンジニアの小谷さんに同

じく「エンジニアに必要なものは何か」という質問をした。小谷さんは「エンジニアは研究

者と違い、チームのマネジメントなども担当し、もっと広い範囲を担当する。いろんな知識

を身につけていることが必要」と答えてもらった。Roiさんの答えとは少し違い、自分なり

の答えを見つけて夢を実現しなければならないと思った。日本が進めている宇宙開発につ

いて詳しく知ることができ、貴重な経験になった。 

4 おわりに 

今回の研修では、宇宙探査や民間の宇宙事業参入の最先端をこの目で見ることができ、さ

らにアメリカという日本とは違った文化を持った国で多くの異文化交流をすることができ

た。そのなかでも積極的に質問したり、なるべく自分の力でコミュニケーションをとったり

することによって、自分の夢へさらに近づいていくことができた。この研修自体が素晴らし

い経験となり、自分の夢への大きな糧になったと強く感じた。これを活かして、人工衛星を

作るために、専門的な知識を学べる大学などを詳しく調べ、目指していきたい。 

【スペースシャトル アトランティス号】 
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「派遣活動で得たこと」 

敦賀市立気比中学校３年 下南 寿々野 
 （学校・学年は派遣当時） 

 

私は今回の貴重な経験により宇宙についての知識、歴史が

身につき興味がわきました。また、厳しい条件の中働く

人々、宇宙関連の仕事に就いている人々と話し、その人の大

切にしている事や「情熱」を感じられました。 

 ケネディ宇宙センターをはじめとする様々な施設を訪問

し、最新技術の見学や説明を聞くなどの体験ができました。

科学的な開発からロケットの部品開発まであり、1人 1人が 1

つずつ知恵を寄せ宇宙研究が進められていることが分かりま

した。また、アポロ 11号が月面着陸してから 50周年を迎え

たことを知り、50年でここまで精密な機械や仕組みができたという進化の早さを実感しま

した。 

 様々な人と話し 1番思ったことは、「情熱」を持っているということです。本当に合わ

せたように、違う場所へ行っても「情熱」について語られて、「情熱」についての意識が

高まりました。難しい話が多かったですが、皆さんはより簡単に話そうとしてくださり、

私たちも一生懸命コミュニケーションを取りました。中には、「わからないことや聞きた

いことがあったら相談してくれ。」と名刺をくださる方がいて、私達の興味に真剣に向き

合ってくれていると感じました。 

 これらのことを通し、自分の将来やこれからの宇宙研究について考えさせられました。

私の夢について、はっきり決まっていませんでしたが、今は宇宙関連を中心とする情報を

広め、グローバルにつながる仕事をしてみたいと考えています。身につけた知識を活かし

役立てられる仕事に就けるよう、視野を大きく広げて宇宙についてこれからも学び考えて

いきたいです。これまで宇宙について研究したり追求したりすることが中心でしたが、私

はこれから宇宙の利点を活かし開発することが中心となると考えました。世界の生物、惑

星、宇宙が共存し、医療や環境などがより良くなるような社会になるかもしれないと思

い、そのことについて私達の世代が向き合うのだという自覚を持つことができました。 

 

【実物大ロケットブースターとタンク】 
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「人との出逢いから」 

福井市成和中学校３年 西川 涼子 
 （学校・学年は派遣当時） 

 

 私は今回のアメリカへの派遣で本当に多くのこ

とを感じ、学ぶことができました。そして、最初

はあまり興味の無かった宇宙に関して、実際に詳

しく説明を受けて、宇宙に関する物を見ることで、

もっと深く知りたいと思うようになりました。ま

た、アメリカに行き、沢山の外国人と出逢ったこ

とで、自分の将来につなげたいという考えが自分

の中で生まれました。 

 私が一番印象に残ったのは、ケネディ宇宙センターでの研修です。ロケットの発射台や実

際に宇宙へ行ったシャトルをはじめ、壮大な敷地に本当に多くの宇宙の歴史や人々の努力

が詰め込まれていました。宇宙開発にどれだけの労力がかかっているか、そしてその中でも

宇宙に行く希望を持ち続けたけれど、打ち上げの事故で命を落とした宇宙飛行士の話を聞

いて胸を打たれました。私は今回このような貴重な機会をいただいて、そのような話を詳し

く聞くことができましたが、私の周りには何も知らない人が沢山います。その人達に聞いた

こと見たことを伝えるのが私の役目です。しかし、言葉では伝え切れない程の感動があった

ので、多くの人に一度訪れてみてほしいと思いました。 

 今回の派遣は自分の将来についてじっくりと考える機会にもなりました。私は将来、国際

関係、英語関係の仕事に就きたいと思っています。そして今回、アメリカに住んで仕事をさ

れている日本人の方に多く出逢い、その人達を見て、自分がこれから大切にしたいことを見

つけました。それは、何事も恐れず挑戦する、ということです。どの人を見ても皆とても生

き生きとしていて、外国の人と話すことも心から楽しんでいました。きっとその状態になる

まで大変なことも多く経験されているのだと思います。それでも今、私の目にかっこいい姿

として映っているのは、自ら新しいことに挑戦し、母国を離れた生活でも自ら沢山の人と触

れ合ってきたからなのだろうと思ったからです。私は高校 2年生で 10か月間、ニュージー

ランドに留学します。そこで、どんな困難が待っているかは分かりませんが、今回大切にし

たいと思ったことを胸に頑張ろうと思えました。そして、そう思うきっかけとなる人達に出

逢えて本当に良かったです。 

 今回、このようななかなかできない経験をさせて下さり、本当にありがとうございました。

将来の自分につながるものが見つかり、より一層、国際関係についての興味を持つことがで

きました。そして、この経験を多くの人に伝えていきたいと思います。 

【ケネディ宇宙センター ビジターコンプレックス】 
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「派遣によって私が得たもの」 

おおい町立大飯中学校２年 岩山 愛生 
 （学校・学年は派遣当時） 

 

この派遣は、私にとって一つの挑戦でし

た。私は、海外に行ったことがなかったた

め、言語も文化も違う場所で上手く活動で

きるか不安でした。しかし、事前の研修を

する中で楽しみになっていきました。 

私は、この派遣事業でたくさんのことに

触れ自己成長につながり、参加させていた

だけて良かったと思いました。また、活動

の中でなりたい自分について沢山考えるこ

とが出来、自分を見つめ直す良い機会にな

りました。青少年交流や自分が担当したタ

イタスビル市表敬でのあいさつを通して、英語で話すことに少し自信がつきました。 

私がこの派遣の中で、最も感動したことは、ケネディスペースセンターでスペースシャ

トルが出来た流れを知り、本物のアトランティス号を間近で見ることが出来たことです。

スペースシャトルは、小さな模型から始まり試行錯誤を繰り返して作り上げられた、とい

うストーリーに感動しました。宇宙開発というものは、未知への挑戦で、わからないこと

が多いのだと思いますが、諦めずに磨き続けた技術力と高度な数学や科学技術を活用すれ

ば謎に満ちた宇宙の世界を解明することが出来るということに人類の偉大さを感じまし

た。そしてこのようなことを感じることで、私は宇宙と宇宙の解明に向かって人が築き上

げた技術が好きだと実感しました。 

また、この派遣を通して、国際交流の大切さを知ることが出来ました。今まで、テレビ

やインターネットなどから、国際交流とは他国の人同士が関わりを持つことと考えていま

した。しかし、アメリカへ行き現地の方々のお話をお聞きしたり、アメリカの空気感や自

然、街並みから多くのことを感じたりすることで国際交流の意義を考えることが出来まし

た。国が違えば、文化も違い、人柄も大きく違いますが、だからこそ、他国の方と関わる

ことでその方々の技術を学んだり違う文化や考え方などを知ったりすることが出来、広い

視野をもって考えていくことが出来るということを学びました。そして、他国の方とより

深く関わっていくには、英語やその他の言語を習得することが大切であると実感しまし

た。また人と関わる際には、自分の意見や考えをしっかり持ち相手に伝えるということが

大切だと分かりました。この派遣を通して、自分の無力さを実感したため今まで以上に

様々なことについて考え意見をもち、発言する力、英語力、コミュニケーション能力を身

につけていきたいと思いました。 

ＪＡＸＡワシントンオフィスでお聞きしたお話やＮＡＳＡ職員の方のお話、元宇宙飛行

士の方のお話から情熱をもって自分の好きなことをするということが、幸せに生きること

につながると感じました。まだまだ自分の将来については決められていないことが多いで

すが、この派遣を通して、自分の幸せになれる道を一歩進められたような気がします。派

遣に参加させていただく前よりも、宇宙にかかわる仕事がしたいという思いが強くなりま

した。この派遣で得た英語で会話をする勇気や自分をしっかり持つ力、そのほか様々な得

られたことを将来に活かしていきたいです。そして、この経験を無駄にすることなく、自

分が努力をしていくエネルギーに変えて世界に通用するレベルになれるように頑張ってい

きたいです。 

【スペースシャトル アトランティス号】 
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「アメリカ訪問を終えて」 

福井県立高志中学校２年 林 真央 
 （学校・学年は派遣当時） 

 

 今回の研修は、私の将来にとても価値ある経験

となりました。期間としては一週間と短い期間で

したが、とても中身の濃い充実した一週間でし

た。 

私は今回の研修で初めて海外へ行きました。ア

メリカと日本の文化の違い、生活の違い、食の違

い、考え方の違いなど、日本では感じ取れない事

を実際に見て、感じ取る事が出来ました。 

 

日本で学ぶ英語と、現地で聞く英語は全く違い、日本で学んでいる英語では伝わりにく

い事もたくさんあり、ネイティブな英語の壁を痛感させられる事となりました。言葉の壁

を越えたコミュニケーションを取る為には、もっとネイティブな英語を学ばないといけな

い事を知りました。 

ケネディ宇宙センターでは、宇宙開発の歴史はもちろん、工夫された技術や、現段階の

最先端技術、開発中のロケットや、ロケット発射台も間近で見て、学ぶ事ができました。 

そのスケールや迫力に圧倒されながらも、たくさんの貴重なものを見るチャンスを頂き、

とても良い経験となりました。 

宇宙飛行士の方々や、たくさんの方のお話しを聞く中で、みなさんに共通していたのは

「挑戦する気持ち」でした。「何か」に全力で取り組み、考え、学び続け、挑戦した人に

しか分かり得られない「何か」があるのだという事を知る事ができました。 

今回の研修で、今まで私の経験してきた事は、まだまだほんの一部にしか過ぎず、アメ

リカでの一週間は見るもの、聞くもの、やる事全てが初めての事ばかりでした。最初の一

歩はとても勇気が必要ですが、その一歩を踏み出せば、分かり、得られるものが多いとい

う事を実感する事が出来ました。 

また、宇宙関連の事を学べた事で、宇宙だけは世界中の誰もが共有出来る場所であり、

今後の宇宙開発で、もっと世界中の人々が協力し、宇宙を通して平和な世界になっていけ

るといいなと思いました。 

私は将来、医療関係の仕事に就きたいと思っていましたが、今回の研修を通して、宇宙

の不思議や、多くの魅力を感じる事となり、将来、宇宙関連の仕事に就くという事も選択

肢の一つとなりました。 

今後私が、どの仕事に就いても、自分がアメリカなどの世界と、日本とを繋げられるグ

ローバルな人になりたいと思います。 

今回、私にこの素敵なチャンスを下さった関係者のみな様、一緒に研修した仲間、そし

て協力してくれた家族に感謝し、この経験を活かせるように今後学んで行きたいと思いま

す。ありがとうございました。 

【国会議事堂前広場】 
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「派遣事業を通して」 

坂井市立坂井中学校２年 宮川 実葵 
 （学校・学年は派遣当時） 

 

 今回の研修を通して、自分にはまだまだ知ら

ないことがたくさんあるということを身をもっ

て感じることができましたし、自分の将来への

選択肢を増やす良い機会にもなりました。 

 特に印象に残ったことは、Space Life 

Science Laboratoryでうかがった宇宙で野菜を 

育てる研究についての話です。 

 この話は、女性の研究者の方が話してくださ

いました。その中でも特に印象深かった話は、宇宙では水と空気はまざり合わないので、

植物に水を与えることはできても、同時に酸素を与えることはできないという話です。こ

れが宇宙で野菜を育てる上での一番の課題だとおっしゃっていました。 

 この話を聞いて、まず私はそのような研究が行われていること自体を知りませんでした

し、さらにその研究が成功して、実際に宇宙飛行士の方に食べられていることも知りませ

んでした。私の知らないところで宇宙技術が進んでいることを実感し、同時に自分の勉強

不足も実感しました。 

 他にも、元宇宙飛行士のウィンストン・スコットさんとの会食が印象に残っています。 

スコットさんは、若田さんや土井さんなどの日本人宇宙飛行士と共に宇宙へ行った方で、

まず会えたことにとても感激しました。話してくださった内容はとても臨場感があり、聞

いていた私はとてもわくわくしました。 

 その中でも特に土井さんとの船外活動についての話が印象深かったです。スコットさん

が STS-87に乗船していた時、ミッションコントロールから「宇宙ステーションから離れ

てしまった人工衛星を元の位置に戻してほしい」と指令があり、土井さんと協力して船外

活動時間の制限時間ギリギリでミッションに成功したそうです。 

 この話から私は、あきらめないことの大切さを学びました。極限の状態で正しい決断を

下す平常心も見習いたいと感心しました。 

 他の見学先でも、貴重な資料を見ることができました。 

私はこの研修で、新たな目標ができました。それは、海外に留学することです。今まで

海外留学は私の視野に入っていませんでしたが、今回の研修を通して挑戦したいと考える

ようになりました。中学生のうちに海外に研修へ行けたことは、私の将来にとってとても

大きなことだと思います。こんな機会を与えてくださったことに感謝しています。 

【ケネディ宇宙センター ビジターコンプレックス】 
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「派遣事業を通じて学んだこと」 

福井県立高志中学校１年 伊東 優実 
 （学校・学年は派遣当時） 

 

私は今回の派遣事業を通じて心に残った

こと、学んだことは数多くありました。そ

の中でも特に心に残ったことは、2つありま

した。一つ目は、ケネディ宇宙センター、

二つ目は、元宇宙飛行士の方との会食で

す。 

一つ目については、ケネディ宇宙センタ

ーで、実際に宇宙にいったアトランティス

号や、大破したチャレンジャー号・コロン

ビア号を見たことです。 

アトランティス号に使われている煉瓦は、94％が空気でできており、とても軽かったで

す。ところどころ煉瓦の色が違っており、地球に帰ってくるたびに傷んだ箇所のみを修理

するという説明を受けました。少しでもシャトルを軽くするために工夫が細部にまで施さ

れていて、すごいと思いました。またチャレンジャー号、コロンビア号の大破した破片を

見て、とても悲しい気持ちになりました。宇宙に行くことなく亡くなってしまった方がい

ることを知り、かわいそうに思いました。そして爆発する前の時間宇宙飛行士達はどのよ

うなことを考えていたのだろうと思いました。  

二つ目については、日本人宇宙飛行士の若田さんや土井さんとともに宇宙に行った、 

ウィンストン・E・スコットさんと会食をしました。ウィンストン・E・スコットさんはス

ペースミッションで 2 回宇宙に行ったことがあり、トランペットを演奏するそうです。

「若田さんは、礼儀正しくエンジニアとして素晴らしい。土井さんは勇敢で優秀な人。二

人と会えてとてもうれしかった。」と話していました。宇宙飛行士になるために大切なこ

とはなんですかという質問に対し、「研究者であること、そして学ぶことが大切」と答え

ていました。無重力はどうですかという質問に対し、「無重力は楽しい。食べ物と遊べ

る。」と答えていました。宇宙飛行士の方と直接はなすことができ、とてもうれしかった

です。話してみると、とてもおもしろく、自ら経験したことを分かりやすく、おもしろく

話をしてくださいました。そして、これからの私達へのアドバイス・メッセージをおっし

ゃってくださいました。宇宙飛行士の方から直接お話を聞いたことで、さらに宇宙に興味

を持つようになりました。 

最後に、普段体験することのできない貴重な体験をすることができ、私にとってとても

よい経験になりました。今回私は初めての海外で、不安なことも多かったけれども、現地

スタッフさん達のおかげで楽しく過ごすことが出来ました。現地ガイドの黒田さんからは

多くのことを学びました。行く先々で、私達の知らないことを教えてくださいました。困

ったことがあったときには何でもきくことができ、不安を解決することができました。ま

た、私の今後に繋がる、大切で悩んだときに参考になるような様々のことを伝えてくださ

いました。1週間という短い期間でしたが、学ぶことの多い充実した１週間となりました。  

今回の派遣事業で学んだことを今後の生活にいかしていきたいです。そして、また海外

に行き、自分の知らない世界を見たいと思いました。 

【元宇宙飛行士 ウィンストン Ｅ スコット氏および 

 元宇宙飛行士 ジョン マクブライト氏と記念撮影】 
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「夢に向かって」 

鯖江市鯖江中学校１年 鈴木 花奏 
 （学校・学年は派遣当時） 

 

今回の研修へ行き私は、様々な体験や実物

を見て学び、もっと学びたいこと、興味深い

ものが増えました。私が心に残っているもの

を三つ紹介します。 

 一つ目はケネディ宇宙センターです。実際

に宇宙へ行ったスペースシャトルなどが、展

示されていました。その中でも、一際目立っ

ていたのはスペースシャトル（アトランティ

ス号）の実物です。全長は 37 メートルあり、 

とっても美しく、輝いていました。バスツアーでは、スペースⅩの打ち上げ台や室内ではサ

ターンＶロケットなどを間近で見ることができました。サターンＶロケットの大きさは、

110.6メートル、総重量は 2,721トンと、とても大きく美しいロケットでした。ロケットの

下ではキャンプを楽しむ人もいました。私もいつかロケットの下でロケットを見ながら寝

てみたいと思いました。 

 二つ目はスペースミュージアムに展示されているスペースシャトルの胴体に使用されて

いるスペースタイルです。スペースタイルは断熱材の役割を果たしています。実際持たせて

もらうと、とても軽くて驚きました。理由は体積の 94％が空気だからだそうです。1,200℃

という高温で焼いていても、空気は熱を伝えにくいため、すぐにさわれるそうです。でも、

スペースタイルが、はずれたり、欠けたりすると大変な事故が起こります。コロンビア号は

発射時の衝撃で左翼前縁部のスペースタイルが損傷しました。そして大気圏突入時、事故が

起こりました。この NASAが開発したスペースタイルはスペースシャトル計画の終了後も家

の外壁などに使われ、活躍していることを知りました。 

 三つ目は、現地ガイドの黒田さんです。黒田さんには、たくさんの知識をもらいました。

黒田さんは、自分の生き方を尊重して、いくつになっても夢を持っていたので、私もそうあ

りたいと思いました。黒田さんは宇宙についてのクイズを、たくさん出してくれました。「ス

ペースシャトルの名前を言ってください」と言われました。最初は全く言えませんでした。

でも今は言えます。「アトランティス、エンデバー、ディスカバリー、コロンビア、チャレ

ンジャー」黒田さんは自分に自信が持てなくても、好きなこと、興味のあることは、すぐに

覚えようと思う、そして聞きたいと思うと言っていました。そんな黒田さんの考えを私も見

習いたいです。 

 私はこの研修を通して、見たことのないものを見たり、感じたり、黒田さんのような素敵

な方と出会い、貴重な体験ができました。自分の意見はしっかり言うということも仲間たち

が教えてくれました。そして自分の夢に向かって情熱を注いでいました。そんな素敵な仲間

とも出会うことができ、とても刺激的な一週間でした。将来のために大きく前進できました。

自分に自信を持ち、将来、日本や世界に貢献できるような人を私は目指し続けます。 

【スペースシャトル ディスカバリー号】 
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「研修で感じたこと」 

福井大学教育学部附属義務教育学校 ７年 和田 涼花 
 （学校・学年は派遣当時） 

 

私はこの研修で、宇宙開発の素晴らしさ

や、これから私が大切にしたいことをたく

さん感じることができました。 

一つ目は、宇宙開発の意義です。宇宙で

の研究が地球で暮らす私たちの生活を便利

にしてくれていると知りました。例えば、

医療です。宇宙の無重力を使って正確なタ

ンパク質の結晶をつくることでたくさんの

病気の人が救われていることは、素晴らしいことだと思います。 

二つ目は、広い視野を持つことの大切さです。宇宙開発をしている人の話を聞くと、遠

い未来やロケットを打ち上げた後や環境のことまで考えていました。フェイスクリスチャ

ンアカデミーの先生は、未来を創る子供を大切にしたいと言っていました。ＮＡＳＡ職員

の人は、「質問の答えはたくさんある。想像力をもって。」と言っていました。答えは一つ

じゃないかもしれないと考えられるのも、視野が広いからだと思います。もし、そうやっ

て考えたら、いろんな考えを見つけられて、考えが深まると思います。これから、広い視

野を持つために、想像力といろんな視点から考えることをこれまで以上に大切にしたいで

す。 

三つ目は、チャレンジする大切さです。元宇宙飛行士のスコットさんは、土井さんと

1.5ｔもある人工衛星を手で捕まえた、と言っていました。これはすごいチャレンジだっ

たと思います。ＪＡＸＡの小谷さんは、宇宙の魅力は分からないから面白いところと言っ

ていました。分からない世界に飛び込むチャレンジする勇気に驚きました。宇宙は未知の

世界なので、宇宙開発に関わる全てのひとがチャレンジしていると思います。 

この研修で、宇宙の可能性を感じ、これからもっと便利で楽しい世界になる、と、楽し

みになりました。また、未来を創るのは私たちだ、と、自分の可能性を感じました。そし

て、よりよい世界のために働く人たちを見て、責任感と誇りを持っていきたいと思いまし

た。世界は広いので、広い視野とチャレンジすることを大切にしたいです。そして、ＮＡ

ＳＡ職員のジョン・キリアゼスさんや元宇宙飛行士のスコットさんのように、情熱と誇り

を持って生きていけるように頑張りたいです。 

 このような機会をくださり、ありがとうございました。 

【元宇宙飛行士 ウィンストン E スコット氏と記念撮影】 
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地元新聞掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 6月 15日 福井新聞 令和元年 6月 16日 福井新聞 

令和元年 6月 16日 福井新聞 
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令和元年 6月 17日 福井新聞 令和元年 6月 17日 福井新聞 

令和元年 6月 18日 福井新聞 令和元年 6月 22日 福井新聞 
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令和元年 6月 23日 福井新聞 
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（令和元年６月１５日現在）

職 団体

名誉会長

会長 福井県産業労働部 部長 国久　敏弘

副会長 福井市商工労働部 部長 北村　真治

（一社）福井県商工会議所連合会 専務理事 宮﨑　和彦

委員 福井県商工会連合会 専務理事 堂阪　司

（公社）福井県観光連盟 専務理事 北　慶一

（公財）福井観光コンベンションビューロー 理事長 水島　広幸

（公財）福井県国際交流協会 専務理事 松田　健志

宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 理事補佐 舘　和夫

株式会社福井新聞社 常務取締役 山本　道隆

サイエンスライター 林　公代

福井大学 産学官連携本部長 米沢　晋

福井県立大学 学術教養センター教授 中村　匡

福井工業大学 工学部教授 中城　智之

福井工業高等専門学校 地域連携ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 山本　幸男

福井県立羽水高等学校 教諭 丸中　沙緒里

福井県児童科学館 館長 欠戸　郁子

監事 福井県会計管理者 岩壁　明美

福井市会計管理者 小嶋　美智代

福井県経済団体連合会　会長

（一社）福井県商工会議所連合会　会頭

（公財）福井県国際交流協会　理事長

第32回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）
地元事業実行委員会　委員名簿

職・氏名

福井県　知事

福井市　市長
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地元事業実行委員会開催実績 

 

 

第１回 

日時：平成 30年 6月 4日（月） 15時～16時 30分 

場所：福井県国際交流会館 第 2会議室 

議事：１．地元事業実行委員会の設置（案）について 

   ２．平成 30年度地元事業実行委員会事業計画（案） 

および収支予算（案）について 

   ３．ＩＳＴＳ福井大会の概要について 

   ４．機運醸成に向けた平成 30年度地元事業について 

   ５．大会期間中の地元事業の検討について 

   ６．その他 

 

第２回 

日時：平成 30年 11月 13日（火） 

場所：福井市地域交流プラザ 603会議室 

議事：１．平成 30年度地元事業の進捗状況について 

   ２．大会期間中の地元事業の検討について 

   ３．その他 

 

第３回 

日時：平成 31年 3月 20日（火） 

場所：福井県自治会館 202、203会議室 

議事：１．平成 30年度地元事業の実施結果について 

   ２．平成 30年度変更収支予算（案）について 

   ３．ＩＳＴＳ福井大会における地元主催事業（案）について 

   ４．平成 31年度事業計画（案）および収支予算（案）について 

   ５．その他 

 

第４回 

日時：令和元年 8月 27日（火） 

場所：福井県国際交流会館 第 1会議室 

議事：１．ＩＳＴＳ福井大会の成果報告について 

   ２．令和元年度変更収支予算（案）について 

   ３．その他 

 


